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項目 説明 

試料・情報の利

用目的 

及び 

利用方法 

研究課題名 PACIFIC レジメン時代の cN2 肺癌手術を考えるー手術で利益を得る症例

は？ 

研究目的 局所進行 III 期非小細胞肺癌に対する治療は手術療法または放射線療法に

よる局所治療に抗癌剤治療を併用する集学的治療が推奨されていますが、

局所治療に関しては手術・放射線のどちらが最適かはまだ十分なエビデン

スがありません。近年に導入された根治的化学放射線治療後デュルバルマ

ブ療法（PACIFIC レジメン）は良好な治療成績を示しており内科の医師を

中心に III 期肺癌に対してはもはや手術は不要であると考える医師も存在

します。本試験では当院における局所進行 III 期非小細胞肺癌症例の手術

成績を解析し、この PACIFIC レジメンの治療成績と比較することで今後

の III 期非小細胞肺癌治療における手術の役割を再考するとともに手術＋

抗癌剤治療によって利益が得られる症例、逆に PACIFIC レジメンによっ

て利益が得られる症例を術前に選別できる因子を探索します。 

研究対象者 2010 年 1 月～2020 年 12 月に当院呼吸器外科において、N2 リンパ節転

移を有する臨床病期 III 期非小細胞肺癌に対し根治切除術を施行された症

例。 

研究期間 西 暦 2 0 2 3 年 1 月 6 日 ～ 西 暦 2 0 2 4 年 1 2 月 3 1 日 

利用する試料・情報の項目 

（チェック[X]が入った項目を利

用します） 

[ ] 血液 

[ ] 病理組織 

[ ] 毛髪 

[ ] だ液 

[ ] 排泄物（尿・便） 

[X] 診療記録 

[X] 臨床検査データ 

[ ] その他 (記載して下さい) 

試料・情報の

管理について

の責任者 

当センター研

究責任者 

呼吸器外科 足立 広幸 

試料・

情報を

利用す

る者の

範囲 

当センターでの実施診

療科/部局等 

呼吸器外科 

共同研究の場合、共同研

究機関および各施設で

の研究責任者 

なし 

試料・情報の利用停止および

情報公開に関する窓口 

神奈川立がんセンター 呼吸器外科 足立広幸 

 


